
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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昨年度は、環境について学ぶ機会が多く、職員研修等での実体験を通して保育の質向上に繋がっ

た。また、保護者参加型イベントを新たな形で実施したことで、保育への思いや子どもの成長を

身近に感じていただく機会となり、事後アンケートでは温かい言葉をいただくとともに、職員自

身の振り返りや意欲向上にも繋がった。 

また、5 歳児を中心に障害者や高齢者と共に『アトリエカフェ』やレクリエーション活動を行

い、共生社会の構築を目指した。継続的な関わりを通して、互いが安心し喜びを感じられる場と

なっており、今後も生活介護事業所や特養との連携を深めながら、幼老障の関わりを大切にして

いきたい。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

34.職員・職員の家族

との「信頼」の構築 

信条の強化月間をリーダー会議で定期的に発信することで、信条の理解

を深めていく 

             【年間 12回（前期６回、後期６回）】 

35.こども・子ども・

高齢者・障害者との

「信任」の構築 

日々の振り返りを大切にし、エリアやアトリエを素敵に保てるよう、環

境会議を行い常に環境への意識を持ち、より質の高い自己決定を保障し

ていく 

             【年間 12回（前期 6回 後期 6回）】 

35.こども・子ども・高

齢者・障害者との「信

任」の構築 

非常勤職員も巻き込みブラインド型ロールプレイ訓練行い、非常食を使

用した訓練を実施する 

              【年間 1回（前期 1回、後期 0回）】 

 


